
小さい空気玉は底面を這うように付いているが、
空気を注入して直径13mmが程度になると膨ら

み、円周のフチの立ち上がり角が大きくなり、
限界に達する。  世界初公開!!!の実験かな??? 
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直径13mmの円形以下の大きさのものは、任

意の形、任意の大きさで空気玉が出来て、底
に付いている。安定である。水深24mm。 



最近、作られた「超はっ水テープ」で実験をしている。テープ
状に球状の水滴を作って転がすというのは、よくある例な
ので、ここでは、逆に水中に空気玉を作ることを試みている。
テープを底に貼った水槽に水をいれ、そこへ、注射器型ス
ポイト（これは百円ショップの製品）で静かに底に空気を送
るのである。そうすると、空気の玉が底面にはり着くように
出来る。 

  小さい空気玉は底面を這うように付いているが、空気を
注入して直径13mm程度になると中央部が膨らみ、円周の

フチの立ち上がり角が大きくなり、限界に達する。水深
24mmである。直径13mmの円形以下の大きさのものは、

任意の形、任意の大きさで空気玉が出来て、底に付いてい
る。安定である。 
  写真に撮った実験は水深24mmで行ったものだが、水深を48mm
に変えても、現象（限界の空気玉の直径など）同じであった。 
 



小さい空気玉は底面を這うように付いているが、
空気を注入して直径13mmがになると中央部

が膨らみ、円周のフチの立ち上がり角が大きく
なり、限界に達する。水深24mm 
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水をはった水槽の底面上の空気玉 
直径13mmまで、直径14mmにすると不安定に
なって、浮かび上がる。赤い方眼は2mmの目 



盛り上がってくると、界
面の側面部分での反
射光が上部へ出てくる。
上からは円環状に見え
る。底面の模様はやや
内側に集まって見える。 

平べったい形では、界
面からの反射光は上
部へは出てこない。底
面の模様は、ほとんど
そのまま見える。 

空気玉が盛り上がってくると周囲が円環上に写る理由 



水をはった水槽の底面上の空気玉 
直径13mmまで、直径14mmにすると不
安定になって、浮かび上がる。 



理論を考えるための模式図 
黒線の界面張力が吸盤効果で空気を押さえ込んで
いる上からの大気圧が寄与。（水圧の寄与は小さい） 

大気圧＋水圧 

水と固体（容器）   
間の界面張力 

水と空気間の界面張
力（水の表面張力） 

空気と固体（容器）間
の界面張力 

水 

床（固体） 

空気 



底面についた空気玉に注射
器型スポイトで空気を入れて
玉を膨らまして、底面から空
気玉を浮かび上がらせる 



風呂場の天井についた水滴 （撮影は筆者、フラッシュ使用） 

きれいに同じ大きさの水滴が整
列する場合もある。ドｳジェンヌ他
「表面張力の物理学」奥村剛訳（吉
岡書店）より 



左図のように、フロ場の天井の水滴が
ついている時、誰もが、「水滴に働く重
力が水と空気の界面に働く表面張力
で支えられている。その水滴が大きく
なると、くびれが出来て支えきれなく
なって、水滴は落ちる」と言うでしょ
う？ つまり、界面張力による吸盤効
果（大気圧が下から押している）天井
についた水滴は、常に重力がかかっ
ているため、支えている。それが、水
滴が成長して支えきれなくなった時に、
水滴という重い水の落下が起きるわ
けです。 
   

  他方、右図のように、
水をはった水槽の底
について空気玉は、空
気が軽いため、水が玉
の内側へ侵入しようと
していますが、ここでも
界面張力による吸盤
効果で、大気圧（水圧
も寄与）を利用して底
面にへばりついていま
す。 

   
   

  しかし、空気は軽いので、空気玉を大きくし
ていくと、接触角が90°の時に、空気玉の底面
にわずかに入り込んだ水による浮力が、その
吸盤効果による張り付きを壊してしまうわけで
す。 
  これは、普通、空気玉が「浮かび上がる」と
言いますが、上部にあった重い水が落ちてくる
とも言えます。 
 



言葉の問題のようですが、両
者は、重い水が落ちてくると
いう点は共通だとも言えます。
ただし、左図では重力がいつ
も働いているものとして扱っ
ているのに対して、「浮力」の
「発生」は、接触角が90°に
なった時、と考えることになり
ます。 

 左図の水滴の落下する方は「そもそも水滴に重
力が働いていた（ポテンシャルの高い位置にあっ
た）ので、界面張力が弱まって、それが顕在化して、
水滴の水が落ちた」と言います。 
 

 右図の空気玉の方でも、底面に水が浸入するの
はポテンシャルが高い状態にあり、それが浮力の
発生で顕在化したと言えます。 



サラダ油をはった槽の底面上の水玉。さらに内側
に空気玉を作る。 

水玉に直径に限界はないが、その内側の水滴は
直径1mm～2mm程度が限界 
 

発展課題の例 解析は未だしていません 




